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　　　　手話を学ぼう

　中里手話サークルでは毎週月曜日、老人

福祉センターで手話を学んでいます。12日

からは5回の予定で講習会を開き、手話を体

験してもらうことにしています。
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平
成
五
年
第
二
回
村
議
会
定
例
会
が
六
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
の
両
日
開

か
れ
ま
し
た
。
’

　
一
般
質
問
の
外
、
条
例
七
議
案
、
補
正
予
算
三
議
案
、
そ
の
他
四
議
案
が
上

程
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
五
件
、
陳
情
二

件
が
諮
ら
れ
、
い
ず
れ
の
請
願
・
陳
情
も
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

〔
一
般
質
問
〕

質
　
問
…
…
－
①
国
道
三
五
三
号
線

の
山
崎
交
差
点
か
ら
、
村
道
田
中
・

荒
屋
線
に
向
か
っ
て
村
道
を
作
っ
て

い
る
が
、
そ
の
先
の
接
続
道
路
は
干

溝
の
現
村
道
か
、
、
そ
れ
と
も
新
し
く

で
き
た
土
地
改
良
の
道
路
か
。

②
観
光
開
発
に
伴
う
誘
客
P
R
が
足

り
な
い
の
で
は
な
い
か
。

村
長
答
弁
①
早
期
に
整
備
す
る
に

は
ど
う
す
る
か
、
県
段
階
で
は
話
を

詰
め
て
い
な
い
。
現
道
拡
幅
は
地
域

の
要
望
だ
が
、
相
当
数
の
家
屋
の
移

転
を
伴
う
た
め
無
理
が
あ
る
。
緊
急

的
に
は
土
地
改
良
道
路
と
い
う
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
県
と
し
て
は
葎
沢
・

倉
下
間
の
改
良
が
終
わ
っ
て
か
ら
と

言
っ
て
い
る
の
で
、
こ
ち
ら
の
改
良

は
ま
だ
先
の
こ
と
に
な
る
。
し
た
が

っ
て
、
早
期
に
完
成
さ
せ
る
た
め
に

は
、
県
道
で
進
め
る
べ
き
か
、
国
道

で
進
め
る
べ
き
か
、
話
を
詰
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
県
で
は
荒
屋
か
ら

鹿
渡
へ
抜
け
る
構
想
も
あ
り
、
県
道

で
拡
幅
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
あ

る
の
で
、
県
と
協
議
す
る
中
で
進
め

て
い
き
た
い
。

②
村
の
P
R
が
足
り
な
い
の
は
現
実

だ
が
、
清
津
峡
ト
ン
ネ
ル
も
完
成
し

て
い
な
い
し
、
宮
中
島
温
泉
も
計
画

段
階
な
の
で
、
時
期
を
見
て
積
極
的

に
行
っ
て
い
き
た
い
。

を
　
』

交差点の西側は今後県と協議

しながら進める

、
　㌦

　　醸
　
幅
　
蟻

　
あ
　
瓢

　
鰍
　
ル

　㌦

搬

㌦
・

駄
れ繋筏

氏
　
　
』

質
　
問
…
…
…
…
…
湯
沢
町
と
の
境

界
未
定
問
題
に
つ
い
て
、
境
界
は
高

石
山
か
ら
清
津
川
に
降
り
て
高
津
倉

山
へ
登
る
と
い
う
ル
ー
ト
に
な
っ
て

い
る
。
先
人
が
残
し
た
足
跡
を
生
か

し
て
、
線
引
き
を
し
た
ら
ど
う
か
。

村
長
答
弁
両
町
村
と
も
キ
チ
ッ
と

し
た
資
料
が
な
い
た
め
、
お
互
い
の

主
張
に
開
き
が
あ
り
、
事
務
レ
ベ
ル

で
資
料
を
収
集
中
で
あ
る
。
湯
沢
町

長
と
は
任
期
中
に
解
決
す
る
と
約
束

し
た
が
、
資
料
が
な
い
た
め
、
す
ぐ

に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
将
来
に

禍
根
を
残
す
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
、
資
料
を
収
集
し
て
か
ら
に

し
た
い
。

質
　
問
…
…
…
…
①
村
発
注
工
事
の

見
積
単
価
は
上
が
っ
た
の
か
下
が
っ

た
の
か
。

②
下
請
単
価
は
昨
年
よ
り
十
八
％
も

下
が
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
元
請

正面の高津倉山頂上付近から手前に向かって

境界が未定となっている

（高石山付近から撮影）

に
対
し
、
適
正
単
価
で
下
請
け
さ
せ

る
よ
う
指
導
し
て
ほ
し
い
。

③
山
崎
の
バ
ス
停
に
待
合
所
を
作
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
多
い
。
昨

年
、
山
本
議
員
も
質
間
し
た
が
、
そ

の
後
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

④
僻
地
保
育
所
は
生
活
セ
ン
タ
ー
と

併
設
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
中
里

保
育
所
は
建
築
か
ら
二
十
年
経
過

し
、
今
年
度
は
入
所
希
望
者
を
全
員

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
現
状
で
あ
る
。

整
備
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

村
長
答
弁
　
①
単
価
は
前
年
同
額
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹴
庵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
　
瀦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
襯
癬
幅
　
鐸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
罎
　
　
罐

ら
若
干
上
が
っ
て
い
る
。

②
下
請
単
価
に
つ
い
て
は
元
請
に
指

導
は
し
て
い
る
が
、
本
来
、
元
請
・

下
請
間
の
話
し
合
い
で
決
ま
る
も
の

で
あ
る
。
単
価
は
国
・
県
の
積
算
に

基
い
て
行
わ
れ
て
お
り
、
適
正
で
あ

る
。③
待
合
所
に
つ
い
て
は
前
に
話
し
た

と
お
り
で
す
。
ま
だ
一
一
七
号
線
が

完
成
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
が
完
成
す

る
と
三
五
三
線
号
も
整
備
さ
れ
る
の

で
、
待
合
所
は
建
設
す
る
。

④
保
育
所
は
設
備
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
内
容
と
人
材
が
重
要
で
あ
り
、

両
者
相
ま
っ
た
整
備
が
大
切
で
あ
る
。

僻
地
保
育
所
は
す
べ
て
生
活
セ
ン
タ

ー
と
併
設
だ
が
、
国
・
県
で
は
併
設

も
奨
励
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
で
き
る
限
り
の
整
備
は
し
て
い

き
た
い
。
入
所
問
題
に
つ
い
て
、
未

満
児
等
で
若
干
の
調
整
が
あ
っ
た
が
、

全
員
入
所
し
て
い
る
。工事見積単価は若干上がっている

（写真は清津峡小改築工事）
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黙
轟

質
　
問
・
・
－
…
・
…
・
老
人
保
健
福
祉
計

画
策
定
体
制
と
進
行
状
態
に
つ
い
て

①
財
源
的
裏
付
け
は
あ
る
か
。

②
策
定
委
員
会
の
設
置
は
な
さ
れ
た

か
。
③
計
画
原
案
の
作
成
は
終
わ
っ
て
い

る
か
。

④
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
七
年
度

建
設
は
具
体
的
か
。

⑤
山
間
地
集
落
の
維
持
発
展
に
つ
い

て
、
農
業
や
生
活
基
盤
の
整
備
が
急

務
で
あ
る
。
ま
た
、
林
道
の
管
理
を

村
で
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

蝋
灘
、
』

懸
嚢

中里村は、老人のための施設が充実している

か
。村
長
答
弁
①
交
付
税
と
し
て
還
元

さ
れ
る
。

②
保
健
婦
、
ヘ
ル
。
ハ
i
、
職
員
等
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り
、
計

画
を
立
て
る
。
策
定
委
員
は
現
在
選

定
中
で
あ
る
。

③
七
月
中
に
は
サ
ー
ビ
ス
の
目
標
数

値
を
定
め
た
い
。

④
平
成
七
年
度
に
建
て
た
い
と
い
う

こ
と
で
、
県
に
強
力
に
陳
情
し
て
い

る
。
⑤
山
間
地
集
落
の
維
持
に
つ
い
て
は
、

取
り
組
ん
で
い
か
れ
る
も
の
は
集
落

の
規
模
に
応
じ
て
行
っ
て
い
く
。
林

道
の
管
理
は
、
実
態
調
査
を
行
っ
た

う
え
で
何
ら
か
の
措
置
を
し
た
い
。

質
　
問
…
－
…
…
・
①
役
場
職
員
の
住

民
対
応
の
向
上
を
求
め
て
、
職
員
の

配
置
を
含
め
た
取
り
組
み
方
を
間
う
。

②
ス
キ
i
場
を
除
く
リ
ゾ
ー
ト
開
発

は
、
や
れ
る
の
か
ど
う
か
。
開
発
業

者
の
資
力
、
信
頼
に
つ
い
て
問
う
。

村
長
答
弁
　
①
職
員
は
行
政
の
サ
ー

ビ
ス
マ
ン
だ
と
い
う
理
念
で
強
く
指

導
し
て
い
く
。
今
年
は
機
構
改
革
を

行
う
。

②
計
画
の
変
更
手
続
き
を
と
っ
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。
一
緒
に
事
業
を
行
っ

て
い
く
者
と
し
て
業
者
を
信
頼
し
て

い
る
。
目
標
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に

向
か
っ
て
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

〔
決
ま
っ
た
主
な
こ
と
〕

◎
職
員
の
休
日
・
休
暇
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
職
員
が
骨
髄
移
植
の
た
め
の
骨
髄

液
の
提
供
を
行
う
た
め
に
必
要
な
期

間
を
特
別
休
暇
と
す
る
も
の
で
す
。

◎
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
来
年
度
の
固
定
資
産
税
（
宅
地
の

み
）
の
課
税
額
を
定
め
る
に
当
り
、

評
価
額
を
適
正
価
格
の
七
割
見
当
で

引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
急
激
な
税
負
担
の
変
動

を
避
け
る
目
的
で
、
平
成
六
年
度
の

評
価
替
え
か
ら
調
整
率
等
の
特
別
措

置
を
設
け
、
総
合
的
か
つ
適
切
な
調

整
措
置
を
と
る
も
の
で
す
。

◎
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費
助
成

に
関
す
る
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
社
会
保
険
加
入

者
が
病
院
に
か
か
る
場
合
、
八
月
一

日
か
ら
病
院
の
窓
口
で
一
部
負
担
金

の
み
を
支
払
え
ば
よ
い
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

◎
乳
児
の
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
前
記
条
例
の
改
正
点
と
ほ
ぼ
同
じ

◎
老
人
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
前
記
条
例
の
改
正
点
と
ほ
ぼ
同
じ

◎
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例　
前
記
条
例
の
改
正
点
と
ほ
ぼ
同
じ
。

　
ま
た
、
対
象
者
が
身
障
手
帳
等
級

の
三
級
者
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

◎
家
庭
奉
仕
員
派
遣
に
伴
う
費
用
徴

収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
利
用
者
世
帯
の
階
層
区
分
ご
と
に

一
時
間
当
り
の
利
用
者
負
担
額
が
0

円
～
八
百
八
十
円
に
な
り
ま
し
た
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
三
百
十

一
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
が

四
十
三
億
八
千
五
十
八
万
九
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

〔
予
算
補
正
が
あ
っ
た
主
な
項
目
〕

・
宮
中
島
温
泉
基
本
計
画
策
定
委
託

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
千
万
円

・
ふ
る
さ
と
館
建
築
工
事

　
　
　
　
　
　
一
千
百
十
万
三
千
円

・
農
業
用
水
克
雪
利
用
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
百
七
万
円

・
道
路
新
設
改
良
委
託
料

　
　
　
　
　
　
一
千
十
四
万
四
千
円

・
道
路
新
設
改
良
工
事
請
負
費

　
　
　
一
千
六
百
三
十
三
万
二
千
円

・
林
道
打
野
線
災
害
復
旧
工
事
請
負

　
　
　
　
　
　
一
千
九
百
八
十
万
円改良される村道土倉村中線

林道打野線（貝野）の崩壊現場

◎
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
百
四
十
五

万
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
が
六

億
七
十
一
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

一
実
施
設
計
委
託
料
千
七
百
万
円
、

｝管
渠
工
事
請
負
費
八
千
三
十
三
万
五

青
な
ど
、
一
億
三
百
四
＋
四
万
四

青
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
が
七

臆
七
十
二
万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

露灘

と進む下水道管敷設工事

髪
襲
撚
舞
馨
灘
灘

〆
購
　
瀦

平成5年7月10日広報離髄舜♪・
　　　層u一■7　『■■■「■■■3



5

棄権することなく投票しましょうノ

※下記のとおり投票時間の繰り上げがありますので入場券の投票日時欄を

ご確認の上投票してください。

ら午後5時 午前7蒔から午後β蒔

対　一象　集　、落 投、『票　　辮 対　蒙　集1落

東田尻、西田尻、西方

第1 中里村総合セセター

芋沢、田沢、如来寺、桂、上山、田中

小原、干溝、荒屋、山崎、通り山

桔梗原、芋川新田

重地、下山

東田沢、豊里

市之越、鷹羽 第2 高道山小学校 高道山、朴木沢、朴木沢新田、臼羽毛、程島

原町、新里 第6 倉俣集落開発センター 芋川、倉俣

第9 本屋敷集会所 新屋敷、本屋敷、堀之内

第10 宮中集落開発センター 宮中

●投票は指定された投票所で特ってください。

●投票所へは、入場券を癒れずに持参してください。

●候補者の氏名は、はっきり書いて投票してください。

せっかく投票じても、書いた文字がわからないと、無勲縫なるおそれがあ

ります。
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◎大切な一票です。

年繭驚蒔勲露麟蕪後4蒔 午繭驚蒔か

獲　　票　　i藤 対　象　集　落 投　　票　　所

第4 清津峡小学校 角間、葎沢、小出 第3 東田尻集落開発センター

第5 清津峡小土倉分校 倉下、土倉 第7 重地構造改善センター

第8 田代生活改善センター 田代 第11 東田沢構造改善センター

第14 清田山集会センター 清田山 第12 市之越農作業休養施設

　臨　　61『』
第13 新里集落センター

～
》

　
　
　
　
　
　
　
　
（
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
り

　
　
　
」

弾
の
，
麹

●投票圏に轍喬を得な構用事羅投票所へ行融ない義は．投票貿の前圏まで不

荏者投票鯉驚きます。

午前8時30分から午後5時までに、役場3階選挙事務室までi印鑑を持参の

うえお越しください。

5 広報1慶勃需♪・
　層r』r一■7　r■■r■■■
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蜘
脚匿

門

臨“

倉俣大橋のたもとに完成した工場と倉庫

進
出
企
業
の
工
場
が
完
成

　
村
が
誘
致
し
た
企
業
、
㈱
ホ
ー
ネ

ン
（
小
林
稔
社
長
）
が
、
倉
俣
大
橋

の
芋
川
側
の
た
も
と
に
建
設
を
進
め

て
い
た
工
場
及
び
用
地
造
成
の
第
一

期
工
事
が
完
工
し
ま
し
た
。

　
㈱
ホ
ー
ネ
ン
は
本
社
が
越
路
町
に

あ
り
、
農
業
用
の
焼
土
を
生
産
す
る

社
員
二
十
六
人
の
会
社
で
す
。
中
里

村
に
進
出
し
た
理
由
は
、
生
産
拠
点

を
増
や
し
た
か
っ
た
こ
と
と
原
料
が

近
く
に
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
、

村
が
企
業
誘
致
を
進
め
て
い
た
の
が

大
き
い
と
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
一
期
工
事
で
完
成
し
た
の
は

工
場
一
棟
（
お
よ
そ
千
三
百
㎡
）
と

倉
庫
二
棟
（
お
よ
そ
千
㎡
）
で
、
用

地
は
約
一
㎞
を
造
成
し
ま
し
た
。
今

後
五
期
工
事
ま
で
を
予
定
し
て
お
り
、

倉
庫
二
棟
の
建
設
と
舗
装
工
事
な
ど

を
順
次
行
い
、
将
来
的
に
は
温
床
施

設
を
作
っ
て
、
苗
の
販
売
も
手
掛
け

た
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
焼
土
の
生
産
工
程
は
、
原
料
の
赤

土
を
乾
燥
し
、
こ
れ
を
ふ
る
い
に
か

け
て
粒
形
を
そ
ろ
え
、
肥
料
を
混
ぜ

て
計
量
・
包
装
し
て
完
成
と
な
り
ま

す
。
で
き
上
っ
た
製
品
は
、
県
内
は

も
と
よ
り
北
陸
、
関
東
方
面
に
出
荷

さ
れ
、
生
産
が
軌
道
に
乗
れ
ば
年
間

三
万
ト
ン
を
出
荷
し
た
い
と
し
て
い

〃，ま
す
。

　
社
員
は
現
地
雇
用
で
五
名
を
採
用

す
る
予
定
で
す
が
、
こ
の
う
ち
、
現

在
既
に
三
名
が
本
社
で
研
修
を
受
け

て
い
ま
す
。
工
場
が
稼
動
を
始
め
る

八
月
後
半
ま
で
に
は
五
名
を
雇
用
し
、

徐
々
に
生
産
を
増
や
し
て
い
き
た
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

硫
　
博

灘
．繋，

融
灘

，
嚢
難

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
が
増
築

　
大
規
模
年
金
保
養
基
地
「
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
津
南
」
で
は
、
宿
泊
客
の
増

加
に
対
応
す
る
た
め
、
宿
泊
能
力
を

現
在
の
一
・
五
倍
、
二
百
人
規
模
が

宿
泊
で
き
る
施
設
を
追
加
建
築
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
宿
泊
能
力
は
、
本
館
百
一

室
三
百
五
十
二
人
と
別
館
ロ
ッ
ジ
三

十
七
人
の
計
三
百
八
十
九
人
で
、
通

年
の
客
室
稼
動
率
は
七
十
六
％
と
た

い
へ
ん
高
く
、
特
に
夏
休
み
期
間
中

と
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
中
は
ほ
ぼ
満
室

の
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
工
事
は
秋
に
も
着
工
の
見
込
み
で
、

十
畳
の
和
室
が
五
十
室
、
大
宴
会
場

（
四
百
人
収
容
）
な
ど
、
延
七
千
四

百
㎡
の
ほ
か
、
付
帯
施
設
と
し
て
大

浴
場
も
建
設
す
る
も
の
で
、
平
成
七

年
度
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

が決まったグリーンピア津南

6



井良沢所長から上原教育長に副読本が手渡される

砂
防
ダ
ム
の
働
き
を
副
読
本
に

　
最
近
の
子
供
は
川
で
遊
ぶ
機
会
が

少
な
く
な
り
、
川
に
対
す
る
親
し
み

が
薄
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
建
設
省
北
陸
地
方

建
設
局
湯
沢
砂
防
工
事
事
務
所
で

は
、
小
学
生
か
ら
自
分
た
ち
の
住
む

村
の
地
形
や
地
質
を
知
っ
て
も
ら
い
、

土
砂
災
害
を
防
止
す
る
た
め
の
砂
防

ダ
ム
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
も
ら

お
う
と
、
砂
防
副
読
本
「
山
と
川
と

く
ら
し
ー
な
か
さ
と
む
ら
」
を
作

成
し
、
五
百
部
を
村
内
の
小
学
校
に

湯
沢
砂
防
工
事
事
務
所
が
五
百
冊
寄
贈

寄
贈
し
ま
し
た
。

　
こ
の
副
読
本
は
B
5
版
の
大
き
さ

で
四
十
ぺ
ー
ジ
、
カ
ラ
i
写
真
や
イ

ラ
ス
ト
を
た
く
さ
ん
使
っ
た
読
み
や

す
い
本
で
す
。
小
学
校
で
は
郷
土
に

つ
い
て
学
習
す
る
授
業
が
あ
り
、
こ

の
授
業
を
利
用
し
て
自
分
の
住
む
周

辺
環
境
を
学
ぶ
と
共
に
、
砂
防
事
業

を
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
、
地
球
の

誕
生
か
ら
縄
文
時
代
の
中
里
村
、
信

濃
川
や
清
津
川
、
釜
川
や
清
津
峡
な

ど
、
身
近
な
地
形
や
川
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。
釜
川
の
記
述
の
中
で
は

砂
防
ダ
ム
の
役
割
が
や
さ
し
く
説
明

さ
れ
、
砂
防
ダ
ム
が
災
害
か
ら
家
や

田
畑
を
守
る
重
要
な
働
き
を
し
て
い

る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
小
学
校
で
は
三
・
四
年
生
の
学
習

に
こ
の
副
読
本
を
使
用
し
、
村
の
歴

史
や
地
形
、
土
砂
災
害
の
防
止
の
た

め
の
施
設
な
ど
に
つ
い
て
教
え
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

麗

　
　
勲
嚢

　
　
轟
灘
　
　
　
　
　
『
獺
驚
～

　
　
　
簸
　
糞
　
　
　
　
繋
緕
繋

　
　
馨
霧
　
　
　
、
脅
．
．
　
　
　
2
～
翼
舞

　
　
　
　
　
籔
　
　
　
　
驚
　
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
読

齢
糠
　
　
　
　
　
　
副

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
・
　
　
舞
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
贈

新
潟
　
．

時
間
高
速
直
行
バ

て
実
現
し
た
も
の
で
、
県
内
外
か
ら

の
観
光
客
誘
致
に
大
き
な
期
待
が
か
・

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
バ
ス
は
、
新
潟
ー
十
日
町
車

庫
間
は
現
在
運
行
さ
れ
て
い
る
経
路

を
走
り
、
そ
の
バ
ス
が
そ
の
ま
ま
グ
リ

ー
ン
ピ
ア
津
南
ま
で
運
行
さ
れ
ま
す
。

　
停
車
停
留
所
は
中
里
役
場
前
、
津

南
役
場
前
、
津
南
、
大
割
野
車
庫
前
、

ス
が
運
行
さ
れ
る

　　層　”ρ　禰
厚一岬
㎜ρ　停

　
越
後
交
通
と
新
潟
交
通
が
交
替

で
、
小
・
中
学
校
が
夏
休
み
と
な
る

七
月
二
十
五
日
㈲
か
ら
八
月
三
十
一

日
㈹
ま
で
の
間
、
新
潟
駅
ー
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
津
南
間
に
高
速
直
行
バ
ス
を

運
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
昨
年
来
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア

津
南
が
中
心
と
な
り
、
地
元
市
町
村

も
加
わ
っ
て
関
係
機
関
に
働
き
か
け

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
区
間
で
は
、
グ
リ
ー
ン
ピ

ア
津
南
行
き
は
下
車
の
み
、
ま
た
、

新
潟
駅
行
き
は
乗
車
の
み
と
な
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
運
賃

は
、
新
潟
か
ら
中
里
役
場
前
千
七
百

円
（
子
供
は
半
額
）
で
、
時
刻
表
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
こ
の
夏
、
高
速
直
行
バ
ス
を
利
用

し
て
、
日
本
海
側
で
一
番
高
い
ビ
ル

N
E
X
T
2
1
の
見
学
や
、
家
族
そ
ろ

っ
て
の
楽
し
い
食
事
や
買
い
物
を
楽

し
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

〔
時
刻
表
〕

中
里
1
0
時
8
分
↓
新
潟
駅
12
時
5
0
分

　
　
1
6
時
4
3
分
↓
　
　
　
1
9
時
2
5
分

新
潟
駅
7
時
4
5
分
↓
中
里
1
0
時
2
7
分

　
　
　
1
5
時
1
0
分
↓
　
　
1
7
時
52
分

新潟駅から直行便が出る高速バス

平成5年7目10日広報紐與脚r♪・
　　　一嘲『8■7　r■■■『■■7
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翅
購
翅

⑱

　なつみちゃんはとても明るく、

誰とでもお話をするので、いつも

遊びに行くユーモールの人気者。

　家がお菓子屋さんということも

あり．ケーキはもちろんのこと、

お菓子類には目がありません。他

にも豆腐や人参が大好きです。

　NH　Kのテレビドラマの「ええ
にょぼ」の主題歌に合わせて歌を

歌うのぱ毎日の日課。近所の同い

年の友達といつも一緒に、楽しく

遊んでいます。

　峯饗糞
職1

「1秒は、まばたき1回の時間です」

石
川
ア
ナ
が
一
秒
の
大
切
さ
を
講
演

　
商
工
会
青
年
部
・
婦
人
部
主
催
の

講
演
会
が
先
月
十
五
日
夜
、
日
本
テ

レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
石
川
牧
子
さ

ん
を
招
い
て
、
商
工
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
石
川
さ
ん
は
「
自
分
ら

し
く
生
き
る
　
一
秒
の
重
さ
」
と
題

し
、
約
二
時
間
に
わ
た
っ
て
時
間
の

大
切
さ
を
説
き
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
石
川
さ
ん
は
、
コ
秒
と

い
う
時
間
は
、
ま
ば
た
き
一
回
の
時

間
と
同
じ
。
天
気
予
報
の
場
合
“
あ

す
は
晴
れ
”
と
い
う
わ
ず
か
ま
ば
た

き
の
間
の
情
報
で
、
視
聴
者
に
安
ど

感
を
与
え
、
ま
た
“
あ
す
は
雨
”
と

い
う
情
報
で
、
災
害
に
備
え
よ
う
と

い
う
気
持
ち
に
も
さ
せ
る
。
ま
ば
た

き
な
ん
て
普
段
何
も
感
じ
な
い
け
ど
、

災
害
時
の
一
秒
は
と
て
も
大
事
だ
と

い
う
こ
と
を
頭
に
入
れ
て
お
い
て
ほ

し
い
。
ま
ば
た
き
の
度
に
私
た
ち
は

老
い
て
い
く
。
つ
ま
り
、
寿
命
は
ま

ば
た
き
の
繰
り
返
し
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
一
秒
と
い
う
時
間
が
本
当
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
生

活
し
て
ほ
し
い
」
と
、
一
秒
の
持
つ

重
さ
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
ぐ
話
し

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

上
越
魚
沼
地
域
の
振
興
策
を
検
討

　
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
第
十
一
次

道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
地
域
高
規

格
道
路
の
建
設
に
向
け
て
、
本
道
路

の
認
定
を
受
け
よ
う
と
中
・
南
魚
沼
、

十
日
町
市
、
東
頸
城
、
上
越
市
な
ど

十
八
市
町
村
で
、
上
越
魚
沼
地
域
の

振
興
方
策
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
五
月
に
出
さ
れ
た
道
路
審
議
会
の

答
申
に
よ
る
と
、
「
地
域
高
規
格
道
路

と
し
て
、
路
線
、
区
間
を
具
体
的
に

調
査
し
て
熟
度
の
増
し
た
も
の
か
ら

指
定
し
、
約
二
千
㎞
の
整
備
に
着
手

す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
域
に
高
規
格
道
路
の
認
可

を
受
け
る
た
め
に
は
、
漢
然
と
上
越

と
湯
沢
を
結
ぶ
道
路
と
い
う
だ
け
で

は
説
得
力
に
欠
け
る
た
め
、
こ
の
道

路
に
よ
り
地
域
が
ど
ん
な
計
画
を
持

っ
て
い
る
か
を
ま
と
め
、
陳
情
を
行

っ
て
強
く
働
き
か
け
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

　
当
面
は
、
上
越
市
役
所
企
画
課
に

事
務
局
を
置
い
て
地
域
の
開
発
計
画

を
ま
と
め
、
三
菱
総
合
研
究
所
に
委

託
し
て
十
二
月
中
に
は
振
興
策
を
策

定
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

冬期問の十二峠は危険がいっぱい

鞠鞭、

『



地域に合った開発が重要と話す大森さん

「
そ
の
地
に
合
っ
た
観
光
資
源
を
作
れ
』

新
潟
中
央
銀
行
頭
取
の
大
森
龍
太

郎
さ
ん
が
六
月
二
十
三
日
、
U
モ
ー

ル
で
「
景
気
動
向
と
新
潟
県
の
観
光

資
源
」
と
題
し
て
、
約
一
時
間
に
わ

た
っ
て
講
演
し
ま
し
た
。

新
潟
県
の
観
光
資
源
に
つ
い
て
大

森
さ
ん
は
、
「
地
域
の
発
展
の
た
め
に

大
森
新
潟
中
央
銀
行
頭
取
が
講
演

学
校
を
作
れ
と
い
う
が
、
学
生
は
学

校
へ
遊
び
に
行
く
の
で
、
遊
ぶ
所
を

作
ら
な
い
と
生
徒
は
集
ま
ら
な
い
。

遊
ぶ
場
所
を
作
る
こ
と
が
地
域
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
る
。
変
わ
っ
た
も

の
を
作
る
と
周
囲
も
変
わ
る
。
そ
れ

が
ま
た
人
を
呼
ぶ
と
い
う
相
乗
効
果

が
生
ま
れ
る
。
将
来
、
高
速
道
路
が

リ
ン
グ
に
な
れ
ば
、
そ
の
つ
な
ぎ
を

う
ま
く
す
る
こ
と
で
、
こ
の
辺
も
お

も
し
ろ
く
な
っ
て
条
件
も
整
う
。
ゴ

ル
フ
場
は
広
い
場
所
を
使
う
割
に
、

一
日
に
二
百
人
く
ら
い
し
か
楽
し
め

な
い
。
日
光
江
戸
村
の
よ
う
な
、
特

徴
が
あ
っ
て
投
資
金
額
が
少
な
く
、

土
地
が
有
効
利
用
で
き
る
も
の
が
重

要
で
あ
る
。
そ
の
地
に
合
っ
た
観
光

資
源
を
作
る
こ
と
が
必
要
だ
。
」
と
話

し
、
講
演
を
終
え
ま
し
た
。

発⑮
3日間、県立平和資料館・

されました。これは、沖

た沖縄戦を次代に正しく

行われました。会場には

教訓を学び戦争の悲惨さ

目
米
“
と
戦

6
久
風
こ
縄

学した中学生は、両親からも戦争の話を聞いた

1が人間を殺し合ったり．軍の命令により集団自

戦争のむごさを知り、永久平和が続いてほしい。」

ました。

戦において国内で唯一の地上戦が展開されお年

多くの貴い生命、貴重な財産及びかけがえのな

れました。6目23日「慰霊の日」は私たちがこ

実を厳粛に受けとめ、戦争による惨禍が再び起

う、人類普遍の願いである世界の桓久平和を希

平和の尊さを内外へ訴え、戦没者の御霊を慰め

校や県￥市町村団体等は休日となります。

第
志
平
え
2
再
平
と
を
感
沖
り
文
よ
る
す
日

　
具
縄
伝
約
を
　
こ
決
と
　
寄
い
の
こ
求
る

　
　
高
井
雅
史
君
が
個
人
三
位

自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
の
知
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
彰
を
受
け
る
高
井
君

と
技
能
走
行
の
技
術
を
競
う
「
第
六

回
郡
市
交
通
安
全
児
童
自
転
車
大

会
」
が
六
月
十
八
日
、
十
日
町
市
総

合
体
育
館
で
開
か
れ
、
個
人
の
部
で

田
沢
小
学
校
A
チ
ー
ム
の
高
井
雅
史

君
が
三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
郡
市
内
の
小
学
校
八
校

か
ら
四
十
人
が
参
加
し
、
学
科
・
実

技
テ
ス
ト
に
挑
み
ま
し
た
。
学
科
テ

ス
ト
で
満
点
が
一
一
人
、
安
全
走
行
で

満
点
が
一
人
い
る
な
ど
、
全
体
と
し

て
も
高
い
得
点
が
記
録
さ
れ
、
安
全

な
自
転
車
の
乗
り
方
が
実
践
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
う
カ
カ
わ
せ
て
い
ま
し

た
。

平成5年7目10日広報1鯉與o舜♪1
　　●『』■r醒ロ9　『r■■■『■■■■9



上原

　
前
回
で
は
、
歯
を
失
う
原
因

の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
虫

歯
に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
も
う
一
つ
の
原
因

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
歯
槽
膿
漏

（
し
そ
う
の
う
ろ
う
）
に
つ
い

て
、
ど
う
し
て
で
き
る
の
か
、

ど
の
よ
う
に
進
行
し
て
ゆ
く
の

か
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

歯
棲
膿
鎌
礫
謹
う
し
て

起
こ
毒
磁
懸

　
口
の
中
に
は
、
何
十
億
、
何

百
億
の
細
菌
が
住
み
着
い
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
歯

槽
膿
漏
は
虫
歯
と
同
様
に
、
こ

れ
ら
細
菌
が
繁
殖
す
る
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
た
だ
、
虫
歯

と
は
繁
殖
す
る
細
菌
の
種
類
と

場
所
が
異
な
り
ま
す
。

　
お
口
の
健
康
第
二
回
で
、
歯

と
そ
れ
を
と
り
囲
む
組
織
の
構

造
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、

歯
は
歯
根
膜
を
介
し
て
顎
の
骨

（
歯
槽
骨
と
も
い
う
）
に
植
立

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
歯
を

と
り
囲
む
組
織
に
細
菌
が
侵
入

し
な
い
よ
う
に
、
歯
肉
が
そ
れ

ら
を
被
っ
て
い
ま
す
（
図
の
上

段
を
参
照
）
。
歯
と
歯
肉
の
境
目

に
は
歯
肉
溝
と
呼
ば
れ
る
溝
が

あ
り
ま
す
が
、
歯
槽
膿
漏
は
こ

の
溝
に
た
ま
っ
た
歯
垢
（
し
こ

う
）
中
の
細
菌
が
繁
殖
し
て
起

こ
る
病
気
な
の
で
す
。
そ
し
て
、

悪
い
歯
並
び
、
口
呼
吸
、
栄
養

の
不
調
和
な
ど
が
歯
槽
膿
漏
を

悪
化
さ
せ
る
副
因
に
な
り
ま
す
。

歯
纏
膿
灘
灘
謹
の
よ
う

に
進
徳
叢
獲
懸

　
健
康
な
歯
肉
は
、
明
る
い
ピ

ン
ク
色
で
硬
く
弾
力
性
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
歯
肉
が
健
康
な

場
合
、
歯
肉
溝
の
深
さ
は
三
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
で
す
。

　
歯
槽
膿
漏
は
、
歯
肉
の
炎
症

（
歯
肉
炎
）
か
ら
始
ま
り
ま
す

（
図
の
中
段
参
照
）
。
歯
肉
炎
で

は
、
歯
肉
が
赤
く
腫
れ
、
出
血

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

歯
肉
溝
内
で
繁
殖
し
た
細
菌
に

対
し
て
血
液
成
分
で
あ
る
白
血

球
な
ど
の
身
体
を
守
る
抵
抗
群

が
、
血
管
か
ら
出
て
局
所
に
動

員
さ
れ
や
す
く
す
る
た
め
に
起

こ
っ
た
結
果
で
す
。
ま
た
、
細

菌
の
生
活
廃
棄
物
で
あ
る
毒
に

よ
っ
て
、
歯
と
歯
肉
の
結
合
部

が
破
壊
さ
れ
、
歯
肉
溝
は
深
さ

を
増
し
ま
す
。
こ
の
深
く
な
っ

た
歯
肉
溝
を
「
ポ
ケ
ッ
ト
」
と

い
い
ま
す
。

　
歯
肉
炎
が
さ
ら
に
進
行
す
る

と
、
歯
を
支
え
て
い
る
組
織
に

炎
症
（
歯
周
炎
）
が
起
こ
っ
て

き
ま
す
（
図
の
下
段
を
参
照
）
。

ポ
ケ
ッ
ト
内
の
細
菌
に
よ
っ
て
、

ポ
ケ
ッ
ト
は
ま
す
ま
す
深
く
な

り
細
菌
の
絶
好
の
す
み
か
と
な

り
ま
す
。
こ
う
な
る
と
、
歯
ブ

ラ
シ
で
は
な
か
な
か
ポ
ケ
ッ
ト

内
の
細
菌
を
取
り
除
く
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
ポ
ケ
ッ
ト
内
で

繁
殖
し
た
細
菌
に
よ
っ
て
、
歯

肉
の
腫
れ
は
ま
す
ま
す
ひ
ど
く

な
り
、
歯
肉
を
指
で
軽
く
押
し

た
だ
け
で
膿
が
で
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
細
菌
か
ら
で

る
毒
で
ガ
ス
が
発
生
し
、
こ
れ

が
口
臭
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
困
っ
た
こ
と
は
、
歯
を

支
え
て
い
る
歯
槽
骨
が
と
け
て
、

歯
が
グ
ラ
グ
ラ
し
、
痛
く
て
う

ま
く
噛
め
な
く
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、
失
わ
れ
た
歯
槽
骨
は
も

と
に
戻
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。

　
虫
歯
は
、
あ
る
程
度
進
行
し

て
く
る
と
痛
み
が
出
て
く
る
の

で
、
そ
う
と
う
放
っ
て
お
か
な

い
限
り
は
、
抜
く
と
い
う
こ
と

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

歯
槽
膿
漏
は
、
か
な
り
進
行
し

な
い
と
痛
み
を
感
じ
な
い
の
で
、

気
が
つ
い
た
時
に
は
手
遅
れ
と

い
う
こ
と
が
非
常
に
多
く
、
た

い
へ
ん
怖
い
病
気
で
す
。

　　　　　　　　　歯肉
　　　　　　　　　　　　　　　エナメル質
　　　　　　　しこんまロく　　　　　　　　　　　　　　ぞうげしつ

　　　　　　歯根膜　　　　　　　象牙質

　　　　　　しそうこつ　　　　　浅い溝
　　　　　歯槽骨　　　　　　　　（歯肉溝）
　　　　　　　　　　　　　　写

溝が深くなり

ポケツトがで
きる。

　
　
G
G

o
〃
o
物
6

歯垢

　
　
◎

“
心
蝋
肉

　
　
　
　
梱

赤い出血する

腫れ柔らかい

　　　　　　　／
　　一　　歯石

発赤し

／ll

　　コ　　ワ　ロ　ロ

　1

＼　o　I　o　I　ロ　＼↓／
歯槽骨が
溶ける。

　
OG

∂
　
　
O

石

歯
垢

　
　
歯

o魅

oO

　膿がでる

歯がグラグラする

　ロ臭がする

　　　　　　　　ノ　　歯肉の腫れが
　　さらにひどく
　　なる。

形



お間い合わせは中里村役場（63）3111㈹へどうぞ

名
球
饗
難

　
　
　
や
識
．
誕
終
る
！

　
世
界
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
王
・
王
貞

治
、
鉄
腕
・
稲
尾
和
久
、
ま
さ
か

り
投
法
・
村
田
兆
治
と
い
っ
た
プ

ロ
野
球
往
年
の
大
ス
タ
ー
た
ち
が
、

来
る
8
月
2
9
日
㈲
、
十
日
町
市
営

笹
山
球
場
に
集
い
ま
す
。
当
日
は
、

野
球
指
導
教
室
や
地
元
チ
ー
ム
と

の
親
善
試
合
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま

す
が
、
　
一
般
参
加
の
皆
さ
ん
に
よ

る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。

奮
つ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
参
加
募
集

●
二
百
勝
投
手
と
一
騎
打
ち
ー

　
ホ
ー
ム
一
フ
ン
競
争
！

　
稲
尾
、
村
田
、
平
松
と
い
っ
た

　
二
百
勝
投
手
の
投
げ
る
ボ
ー
ル

　
（
5
球
）
を
ホ
ー
ム
ラ
ン
し
よ

　
、
つ
！

　
☆
賞
品
　
全
員
に
名
球
会
選
手

　
　
　
　
　
サ
イ
ン
ボ
ー
ル

　
☆
募
集
人
員
　
8
名
（
性
別
、

　
　
　
　
　
年
令
は
問
わ
ず
）

●
幸
運
を
射
と
め
よ
！

　
的
あ
て
競
争

　
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
ミ
ッ
ト
（
的
）
を
め

　
が
け
て
、
一
人
2
球
ず
つ
投
球
。

　
見
事
、
ス
ト
ラ
イ
ク
を
！

　
☆
賞
品
　
全
員
に
名
球
会
選
手

　
　
　
　
　
サ
イ
ン
ボ
ー
ル

　
☆
募
集
人
員
　
1
2
名
（
性
別
、

　
　
　
　
　
年
令
は
問
わ
ず
）

ア
ト
一
フ
ク
シ
ョ
ン
に
参
加
し
た
い

方
は
、
所
定
の
申
し
込
み
葉
書
（
ユ

ー
モ
ー
ル
2
階
事
務
室
と
役
場
開

発
課
に
あ
り
ま
す
）
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
．
　
　
　
⑧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
《
β

　
　
　
　
　
　
　
　
、
（
田

　
　
　
　
　
　
　
、
も

危
陰
物
取
扱
者
保
安

講
習
食
縢
雛
催
さ
れ

ま
す

　
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
す
る

危
険
物
取
扱
者
は
、
法
で
定
め
る

期
間
内
に
保
安
講
習
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
危
険
物
取
扱

者
免
許
は
減
点
制
度
を
と
っ
て
お

り
、
三
年
間
に
二
十
点
減
点
に
な

る
と
免
許
が
取
り
消
し
に
な
り
ま

す
。
こ
の
保
安
講
習
（
法
定
講
習
）

を
受
け
な
い
時
も
減
点
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

目
時
　
8
月
2
3
日
㈲
　
午
後
1
時

　
　
　
～
4
寺

　
　
　
　
　
日

場
所
　
ク
ロ
ス
ー
0
（
十
日
町
市
本

　
　
　
町
6
丁
目
）

申
し
込
み
　
7
月
2
3
日
⑨
～
7
月

　
　
　
　
　
3
0
日
㈹
ま
で
に
十
日

　
　
　
　
　
町
地
域
消
防
本
部
へ
。

※
申
し
込
み
用
紙
は
消
防
本
部
に

　
あ
り
ま
す
。

と
で
嚢
闘
蕎
参

　
　
　
　
、
鎌
蝋
羅
拶
で
す

　
村
と
共
に
、
第
一
ニ
セ
ク
タ
ー
清

津
観
光
開
発
㈱
に
出
資
を
行
っ
て

い
る
㈱
上
越
観
光
開
発
で
は
、
「
上

越
国
際
プ
レ
イ
ラ
ン
ド
」
が
開
業

10

周
年
を
迎
え
る
の
を
記
念
し
て
、

地
元
の
皆
さ
ん
に
割
安
で
手
軽
に

利
用
い
た
だ
け
る
特
別
企
画
「
上

越
国
際
プ
レ
イ
ラ
ン
ド
ー
0
周
年
特

別
記
念
フ
リ
ー
パ
ス
プ
ラ
ン
」
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
通
常
料
金
大

人
一
二
千
五
百
円
、
小
人
三
千
円
の

と
こ
ろ
、
一
律
二
千
円
で
利
用
で

き
る
、
と
て
も
お
得
な
プ
一
フ
ン
で

す
。
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間
7
月
1
7
目
～
7
月
2
5
目

利
用
万
法
　
こ
の
広
報
紙
を
持
参
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

す
る
か
、
中
里
村
の
住
民
で
あ
る

こ
と
が
証
明
で
き
る
も
の
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

信
濃
捌
雛
網
氷
に

　
　
　
　
　
箇
謹
意
／

　
本
格
的
な
夏
を
迎
え
、
水
に
よ

る
事
故
が
多
く
な
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。

　
J
R
信
濃
川
発
電
所
で
は
、
ダ

ム
か
ら
水
を
放
流
す
る
と
き
は
警

報
し
ま
す
の
で
、
サ
イ
レ
ン
が
聞

こ
え
た
ら
、
早
め
に
安
全
な
場
所

に
退
避
し
て
く
だ
さ
い
。

・
次
の
よ
う
な
と
き
は
、
増
水
が

早
い
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
台
風
な
ど
に
よ
る
集
中
豪
雨
で

河
川
が
増
水
し
、
ダ
ム
か
ら
放
流

す
る
と
き

▼
発
電
所
の
設
備
が
故
障
し
、
調

整
余
水
路
か
ら
放
流
す
る
と
き

麟｛渡辺久糞子長男｝高道山

襲｛南雲奎享長女｝堀之内

雌｛山田信勇子二女｝桔梗原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

望
弘
子
樹
子
博
無

　
　
　
　
代

幸
孝
耕
加
　
明

野
津
口
井
原
井

高
根
江
涌
桑
富

｛
　
　
｛
　
　
｛

ヲ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

死
亡
鎌
の
の
の
の
の
㊦
堀

裂
　
　
　
ク
　
フ
ほ
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
ウ

　
　
　
（
（
（
（
（
（
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】

．
醗

平
一
郎
浄
ジ
郎

　
　
　
三
　
　
ク
太

孝
孫
源
慶
キ
元

．
山
口
口
木
木
田

村
井
樋
鈴
鈴
藤
※掲載を希望しない；

　申し出てください。

　　　10件

　　　　O人

　　　14人

　　230目
（6月末累計）

●交通事故件数

●死者
●傷者
●死亡事故ゼロ

◎妊婦健診脳母親学級・一”「榊““・

　7月23日㈱　上村病院

　妊婦健診（受付）13：00～13：30

　母親学級（内容）安産体操と

　　　　　　　　　乳房の手当

◎住民健康健診事後指導会

　7月26日（月）～30日翻『

時間、会場は別途通知

平成5年7月10日広報塑勃劉r♪・
　　一u置”　r■■陶■■
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山田祐子さん
集落荒屋

青春してます
　7月12日～7月26日

カレンタ“一一
昭和48年6月1日生まれ　20歳

12（月）

13㈹
くらしの巡回講座　合総合センター
（D13：30～

14㈱
運転者講習会　合倉俣生活改善センター
（D19：30～

15休） 運転者講習会　倉貝野多目的集会施設
（D19：30～

16働
心配ごと相談（藤田義一）　倉老人福祉セン

ター　（D13：30～16：00

17（土）

衆議院議員総選挙投票日

親子ふれあい教室　合清津川

（D10：00～15＝00

19（月） 献血（全血・成分献血）　合保健センター

（D10：00～12：00、1：00～3：00

20㈹
生活環境講座　合総合センター

（D19：30～21：30

21㈱

おどり講習会　合ユーモール

（D19：30～21：30

運転者講習会　合高道山小学校

019：30～

22休）

23働

心配ごと相談（山田虎一）　合老人福祉セン

ター　013：30～16：00

行政相談　合老人福祉センター

013：30～16：00

妊婦健診・母親学級　合上村病院
∈）13：00～13：30（受付）

24（土）

村民体育大会　合中里中グラウンド
∈）9：00～

26（月） 住民健康健診事後指導会

　　※変更する場合があ‘ノます。御用の際は確認を

　　　　　　　　　おねがいします。
慧難鑛灘ζ灘繋

星座双子座
血液型B型
身長148cm
祐子さんは、清津峡小学校の事

務を執って2年目。子供たちとも

すっかり打ち解けて、まるで友だ

ち同志のよう。趣味はお菓子作り。

本を買ってきては、自分が食べた

いものから順に作って食べるとい

う甘党です。休日は長岡へ買い物

に出掛けたり、温泉へ行ったり。

スキーは「今年始めたばかりでま

だヘタ」とのこと。腕に自信のあ

る諸兄は、来シーズン、コーチを

買って出てはいかがかな。

　
ゆ

へ

⑳中条病院禅醐1

㊧山・医院禅講

　
「
今
、
政
治
が
お
も
し
ろ
い
」

な
ん
て
言
う
と
、
「
政
治
は
オ
モ
チ

ャ
じ
ゃ
な
い
」
と
お
し
か
り
を
受

け
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
四
十

年
近
い
一
党
支
配
体
制
が
崩
れ
、

連
立
あ
る
い
は
連
合
政
権
が
生
ま

れ
そ
う
な
今
、
国
民
の
政
治
に
対

す
る
意
識
は
と
て
ゐ
高
ま
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
「
国

民
の
意
識
の
多
様
化
と
地
域
ご
と

の
価
値
感
の
違
い
が
、
今
の
状
況

を
生
ん
だ
」
な
ど
と
い
う
、
訳
知

り
顔
の
評
論
家
の
言
葉
に
う
な
ず

き
な
が
ら
、
「
や
っ
ぱ
り
政
治
は
お

も
し
ろ
い
」
と
な
る
。
な
ん
た
っ

て
、
こ
の
一
票
で
日
本
を
動
か
せ

る
ん
だ
か
ら
。

スギ ユリ

　　　　　（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。

士砂降り
　夏に多い夕立は、大粒の雨が
　　　　　　　　どしゃ激しく降ります。これを「士砂

降り」というのは、士や砂が落

ちてくるような強い降り万から

きたものでしょう。もっとも、

これは急な混雑や混乱を意味す

る「どさくさ」の「どさ」で、

「士砂」は当て字とする説もあ

ります。

　士砂は士砂でも￥ありがたい
　　どしゃかじのは「士砂加持」の砂です。真

言宗などの密教で、白い砂を清
　　　こうみょうしんごん
水で洗い「光明真言」と呼ぱれ
　じゅもん　　　　　　　　きとう
る呪文を唱えて加持祈疇したも

の。この砂を病人に与えると病

気が治るとされ、また遺体にか

けると硬直がなくなって．生前

に犯した罪も消え、極楽往生で

きると信じられました。

　「士砂をかけたように、ぐに

ゃぐにゃになった」という表現

は￥士砂加持の砂をかけたとき

のように、それまで突っ張って

いた態度が急に弱々しく変わる

ことを指します。そこから「士

砂をかける」といえば、実意の

ないお世辞を言って、相手の心

をとろかすこと。おべっか￥お

　　べんちゃらといった「士

善　　砂言葉」は、言われない
ロ
、
よ
う に気をつけたほうが

葉よいでし轟

のルーツ

6月末現在
（）は前月比

人ロ男3，330人（一2）女3，347人（＋7）計6，677人（＋5）　世帯数1，641（±0）
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